
「中世の宇都宮城下を探る」に関する本 

 

 

『中世宇都宮氏の世界 下野・豊前・伊予の時空を翔る』       

  （市村高男／編著 彩流社 2013）【K288/イ】 

下野・豊前・伊予の宇都宮氏を合わせて，その系譜・政治・社会・文化について，これまでの研究

成果をまとめたもの。P206 からは，「掘り出された宇都宮氏の中世館・城郭」を掲載している。 

 

『今よみがえる中世の東国』                  (栃木県立博物館／編 2006)【K202/ト】 

タイトルの企画展の図録。「第 3章 下野の城郭跡と武士の生活」において①宇都宮市宇都宮城跡，

②宇都宮市飛山城跡の発掘調査の報告がある。 

 

『名城 宇都宮城 しろとまちの移り変わり』（栃木県立博物館／編  2006）【K520/ト】 

タイトルの企画展の図録。中世から近現代までの宇都宮城と城下に関連する資料を集めている。 

 

『宇都宮城跡 平成１８年度第４次調査』 

（日本窯業史研究所／編 宇都宮市教育委員会 2008）【K202.1A/ニ】 

  宇都宮城跡のうち，宇都宮市旭１丁目の西舘堀地区における発掘調査報告書。 

 

『宇都宮城跡 平成２４年度・２５年度調査』（宇都宮市教育委員会 2015）【K202.1A/ウ】 

宇都宮城跡のうち，宇都宮市旭１丁目２丁目，中央２丁目の南館門付近の発掘調査報告書。 

中世のものと思われる遺物・遺構が多く確認されている。 

 

『宇都宮城物語』     （福田三男／著 下野新聞社 2007）【213.2/フ】【K210/フ】 

「第１部 中世の宇都宮城」において，宇都宮城の築城時の諸説から多気山城・飛山城，宇都宮歌

壇，有力御家人としての活躍など，さまざまな項目ごとに分かりやすく紹介している。  

 

『甦る。宇都宮城物語 ～中世から近世へ、宇都宮をつくった武将たち～』 

(ジェイアール東日本企画 トランヴェール編集部／編 2008)【K210/ジ】 

  宇都宮氏の時代や宇都宮城ゆかりの地を巡り，中世の宇都宮の歴史をさぐる。 

 

『宇都宮氏一族の城』            （宇都宮市教育委員会 2005）【K210/ウ】 

とびやま歴史体験館企画展 栃木の城シリーズの 1巻目。県内の宇都宮一族の城を紹介している。 

 

『宇都宮氏を支えた人・物・金』       （宇都宮市教育委員会 2007）【K210/ウ】 

宇都宮城址公園の開園を記念し，宇都宮氏や関係一族，発掘調査の成果から中世宇都宮の物流を紹

介。また，篠井金山の一部が宇都宮氏の資金であった可能性を指摘している。 

 

 



『宇都宮市史 ３ 中世通史編』      （宇都宮市史編さん委員会／編 1981）【K210】 

  宇都宮市の歴史を調べるための基本資料。中世における宇都宮氏の盛衰について取り上げている。

「第十章 宇都宮の中世遺跡」において宇都宮城についての記載がある。 

 

『飛山城跡』             （今平利幸／著 同成社 2008）【K202.1L/コ】 

宇都宮市内を流れる鬼怒川の断崖上にあり，秀吉の命により破却されるまで存続した芳賀氏の中世

城館。古代から北関東の要衝の地であった飛山城の歴史を，最新の発掘データを踏まえ，解説して

いる。 

 

『下野の中世を旅する』         （江田郁夫／著 随想舎 2009）【K200.4/エ】 

  下野の中世の入門書として，多面的な紹介をしている。「Ⅲ 城から下野の中世をみる」において宇

都宮城についての記載がある。 

 

『うつのみやの地名と歴史散歩』（塙静夫／写真・文 下野新聞社 2015）【K210/ハ】【090/ハ】 

日本の地名には，先人たちが危険な場所を「災害地名」として残したものが少なくない。宇都宮市

の各地名に込められた本来の意味を解き明かすとともに，著者が訪ね歩いた名所旧跡を案内。 

 

『下野宇都宮氏』          （江田郁夫／編著 戎光祥出版 2011）【K288/エ】 

「文献資料から見た飛山城の歴史と性格」他，宇都宮氏に関する研究論文を集成したもの。 

 

『下野・宇都宮一族』      （七宮涬〔ケイ〕三 新人物往来社 2006）【K288/シ】 

文人として下野の豪族の地位を確立した宇都宮氏の，動乱に満ちた戦国期の盛衰をたどっている。 

 

『宇都宮氏歴代の足跡 多気山城ができるまで』 

（石川速夫／著 宇都宮市制百周年城山地区地域イベント実行委員会 1997）【K210.4】 

宇都宮市制１００年記念事業の一環として，城山地区が企画・刊行した。宇都宮氏２２代の業績を

まとめたほか，多気山城の歴史や，今日における文化遺産としての価値についても触れている。 

 

『国指定史跡 飛山城跡』(宇都宮市教育委員会 2009)【K202.1L/ウ】 

  飛山城の構造や歴史についてわかりやすく解説し，発掘調査によりわかったことが詳しく述べられ

ている。 
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この他にも資料がありますので，図書館職員に 

お気軽にご相談ください。 

 

宇都宮市立中央図書館 

〒320-0845 

宇都宮市明保野町 7番 57号 

TEL：028-636-0231 FAX：028-639-0740 

9:30～19:00（金曜休館） 

 


